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　　防災関係の連絡先　　

小a市消防本部　　　　　��９１３７
小a市水道局　　　　　　��８１１１
小a警察署　　　　　　　��０１１０

　　当番医の診療時間　　

当番病院は、テレホンサービス（録音
による案内）��４６１８または小a市医
師会のホームページで確認できます。
�テレホンサービス案内時間
土 曜 日：午前７時～午後２時
日曜日、祝日：午前９時～午後６時
※医療相談は行っていません。

　　　　小z市役所　　　　

〒047－8660　小a市花園２丁目１２番１号
�０１３４�４１１１（代表）
執務時間：午前９時～午後５時２０分

　　　　広報番組　　　　

 　テレビ
�小sフラッシュニュース（ＳＴＶ）
　毎週土曜日：午前１０時２５分
 　ラジオ
�小s市民ニュース（ＦＭおたる／76．3MHz)
　月～金曜日：午前９時４０分ごろ
　土・日曜日：午前９時５３分ごろ
�明日へ向かってスクラムトライ！（同）
　第１・３月曜日：午後２時
　放送翌々日の水曜日：午後７時（再放送）
※FMおたるホームページからも聴くことができます。

人 口：１０万２９３５人
　　　　（うち外国人人口１１８２人）
　　　　男４万６５０９人・女５万６４２６人
世帯数：５万９８７３世帯

　　住民基本台帳人口　　
（令和７年８月３１日現在）

小s市ホームページ

小a市 検索

この広報誌は、再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用しています。
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「広報おたる」に掲載したあなたの写真を差し上げます。ご希望の方はお申し出ください。

�

広
告

午後６時

�９月９日、金婚写真撮影会を行いました。小xみなとライオンズクラブと市が開催
した撮影会には、結婚５０年を迎えた夫婦が参加。プロのカメラマンからの和やかな

声掛けに緊張もほどけ、笑顔の中に、長年の絆を感じる温かいひとときとなりました。

�８月２７日、建設部庁舎で除雪機械体験会を開催しました。参加した稲穂小学校の子

どもたちは、除排雪作業の大切さなどの説明を受けた後、エンジンを停止した除雪機

械に乗車。なかなか触れることがない大きな機械の迫力に、目を輝かせていました。

�８月１８日、自動運転ＥＶバスの出発セレモニーを開催しました。バス路線を維

持する手段の検討のため、市が実施した実証運行。最新技術を搭載したバス

は、堺町通り商店街など中心部を巡り、延べ７５７人が未来の乗り物を体験しました。

�８月１９日、令和7年度消防功労者総務大臣表彰を受彰した 池田  光惠 さんが市長を
いけだ みつえ

訪問しました。地域の防火活動や火災予防思想の普及に大きく貢献され、「防災啓発

などさまざまな活動が評価されたことがうれしい。」と受彰の喜びを語りました。
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令和７年１０月号

小b市１１１１１１１１００００００００１０
料料料理理教教室室でで、、食食生生活活改改善善推推進進員員かか
らら日日本本のの家家庭庭料料理理をを学学ぶぶ参参加加者者。。
市市内内のの介介護護施施設設でで働働くく外外国国人人をを対対
象象にに開開かかれれたたここのの教教室室。。味味見見をを重重
ねねてて「「おおいいししいいねね！！」」とと笑笑顔顔がが溢溢
れれるる交交流流のの場場ととななりりままししたた。。

住宅火災を防ぐための対策と注意０８小z市歴史的風致維持向上計画が国の認定を受けました０２

続けよう、感染症予防０９国勢調査２０２５　１０月８日（水）までに回答を　０３

情報パレット～くらし、教育文化、健康、その他１０令和６年度決算報告０４

　　　　　　～子育て１８小zで働く未来をひらく！０７

まちの写真館スマイル２０
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徴
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や
、歴
史
を
物
語
る
鉄
道
、

ぎ
ょ
ば

運
河
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
が
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
小
q
の
発
展
を
支
え
た

経
済
活
動
や
文
化
、
景
観
を
今
に
伝
え
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
の
お
祭
り
な
ど
、
人
々
の
暮
ら
し
や

行
事
も
、
本
市
の
魅
力
や
個
性
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
で
は
、

少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
文
化

遺
産
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
の
よ
う
な
小
q
な
ら
で
は
の

歴
史
や
伝
統
を
感
じ
る
建
造
物
や
ま
ち
な

み
、人
々
の
活
動
や
行
事
を
守
り
、継
承
し

て
い
く
た
め
に
、「
小
q
市
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
」を
策
定
し
、令
和
７
年
７
月

　

日
に
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
制

30度
で
の
認
定
都
市
は
全
国
で
1
0
0
都
市

で
、北
海
道
で
は
小
q
市
が
初
め
て
の
認
定

と
な
り
ま
し
た
。国
の
認
定
を
受
け
た
こ

と
で
、歴
史
的
建
造
物
の
改
修
な
ど
、今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
各
種
事
業
に
国

小小
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史
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史
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国
の
認
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け
ま
し
た

令和７（２０２５）年１０月　広報おたる　２
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概
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歴史的風致の概念図

重点区域の範囲

小v市の例
�「小v運河保存運動」と小v運河
�「おたる潮まつり」と歴史的建造物

▼認定証

▲計画の詳細

��

�旧手宮鉄道施設
�旧日本郵船株式会社小v支店
�旧三井銀行小v支店
を含む、歴史的風致を維持・向上させる
ための施策を重点的に行う区域

��

��

「祭りの 賑 わいにみる歴史的風致」
にぎ

～おたる潮まつりなど

「景勝地の行楽などにみる歴史的風致」
～手宮公園の花見など

歴史と伝統を歴史と伝統を

反映した反映した

人々の営み、人々の営み、

生活、活動生活、活動

歴史上歴史上
価値の高い価値の高い
建造物および建造物および
その周辺のその周辺の
市街地市街地
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の
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受
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ら
れ
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よ
う
に
な
り
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史
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「
歴
史
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風
致
」と
は
、
歴
史
的
な
価
値

を
持
つ
建
造
物
や
ま
ち
な
み
と
、
そ
こ
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
暮
ら
し
や
行
事
な
ど

の
活
動
が
一
体
と
な
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て

い
る
、地
域
の
魅
力
的
な
環
境
の
こ
と
で
す

（
歴
史
的
風
致
の
概
念
図
を
参
照
）。本
計

画
で
は
、
四
つ
の「
歴
史
的
風
致
」を
位
置

づ
け
て
い
ま
す（
上
の
写
真
を
参
照
）。
ま

た
、
こ
う
し
た「
歴
史
的
風
致
」を
し
っ
か
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守
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、伝
え
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た
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に
、国
指
定

の
重
要
文
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財
建
造
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等
を
含
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リ
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今
後
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、
重
点
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域
を
中
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に
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造
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保
全
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用

�
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史
的
な
ま
ち
な
み
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史
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史
文
化
資
源
に
係
る
資
料
の
整
理
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情
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発
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の
方
針
に
基
づ
い
て
、
各
種
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
・
向

上
を
図
り
、
小
q
な
ら
で
は
の
歴
史
と
文

化
が
息
づ
く
ま
ち
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。
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「海に関わる営みにみる歴史的風致」
～高島越後盆踊りの行事など

「まちづくりの変遷にみる歴史的風致」
～小s雪あかりの路など

Ｕ
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！ 　国勢調査は、１０月１日現在で日本に住んでいるすべての人と世帯を対象とした調査であり、外国人も

対象です。国勢調査で得られた情報は、雇用対策や生活環境の整備など、さまざまな施策の基礎資料と

して活用される非常に重要なものです。正確な統計を得るために、できるだけ正確な回答をお願いしま

す。調査書類は９月下旬に調査員が各世帯に配布しています。下のいずれかの方法で回答してください。

��
��
国勢調査

�詳細　国勢調査小a市実施本部（企画政策室内）��４１１１
内線２７６・２７９・６２０・６２１、��６７２７

国勢調査２０２５

１０月８日●水 までに回答を
詳細はこちら

３　令和７（２０２５）年１０月　広報おたる

郵送 

・ 「調査票の記入のしかた」に沿って、黒鉛筆

　またはシャープペンシルで、調査票に記入

・配布された郵送提出用の封筒に調査票を入

　れ、郵便ポストに投函。切手は不要

調査員に直接提出 

・ 「調査票の記入のしかた」に沿って、黒鉛筆

　またはシャープペンシルで、調査票に記入

・国勢調査小a市実施本部に連絡し、調査票
　の回収日時を調整

・訪問した調査員に調査票を提出

インターネット 

�スマートフォンで回答

・配布された「インターネット回答依頼書」の

　二次元コードを読み取る

・「ログインＩＤ」と「アクセスキー」が自動で

　入力されるのでログインし、回答を入力

�パソコンで回答

・配布された「インターネット回答依頼書」の

　ＵＲＬにアクセス

・「ログインＩＤ」と「アクセスキー」を入力し

　てログインし、回答を入力

パスワードを設定し、回答を送信



その他 雇用対策や農林水産、
消防、議会などの経費

３７億９２５１万円（５．８％） ３万６５７３円３万６５７３円

商工費 商工業や観光の振興
などの経費

１６億８４万円（２．５％） １万５４３７円１万５４３７円

教育費 学校教育や図書館、
生涯学習などの経費

３８億６８９２万円（６％） ３万７３０９円３万７３０９円

公債費 市が借りたお金を返済
するための経費

４４億８４５９万円（６．９％） ４万３２４７円４万３２４７円

衛生費 保健所や葬斎場、
ごみ処理などの経費

７２億９６０万円（１１．２％） ６万９５２５円６万９５２５円

土木費

７３億２８７２万円（１１．４％）

道路や公園の維持管理、
除雪などの経費

７万６７４円７万６７４円

総務費 庁舎の維持管理、戸籍管
理、選挙などの経費

９０億５９６４万円（１４％） ８万７３６６円８万７３６６円

２７２億７７４８万円（４２．２％）

保育所や高齢者施設、
生活保護などの経費

民生費

２６万３０４７円２６万３０４７円

－

※１　年度内に完了しなかった事業の財源として、翌年度に使用するお金

（６４８億２７９１万円） （６４６億２２３０万円）

翌年度に繰り
越すべき財源

実質収支
２億２７万円

歳　入 歳　出

（５３４万円）※１ （５年度からの繰越金を含む）
－ ＝

６
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

6
年
度
当
初
予
算
は
、
人
口
減

少
と
い
う
「
危
機
」
に
立
ち
向
か

い
、
希
望
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
本
市
の
持
続

力
向
上
に
つ
な
が
る
六
つ
の
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
（
６
ペ
ー
ジ
上
を

参
照
）
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

課
題
の
解
決
に
向
け
て
必
要
と
な

る
施
策
を
盛
り
込
み
、
編
成
し
ま
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決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告決算報告

６年４月から７年３月までの収支と実施した事業のほか、６年４月から７年３月までの収支と実施した事業のほか、
現在の小現在の小ss市の財政状況についてお知らせします。市の財政状況についてお知らせします。

※２　自主財源�市税や使用料・手数料など市で自ら調達できる財源
※３　依存財源�地方交付税をはじめとする国などからの支出金や市債などの財源

１１ 一般会計一般会計

自
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源
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１
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６
２
６
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１
６
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万
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歳入総額　６４８億２７９１万円 歳出総額　６４６億２２３０万円歳出歳入
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市民一人当たりの金額は７年３月末現在
の人口（１０万３６９８人）で割った金額
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市税
１４３億９４４０万円（２２．２％）

諸収入
１７億４４８２万円（２．７％）

（貸付金元利収入など）

使用料・手数料など
４９億８７０４万円（７．８％）

国庫支出金
１３８億６７８１万円（２１．４％）

地方交付税
１６５億１８３８万円（２５．５％）

道支出金
３８億５６３０万円（５．９％）

市債
５１億３３５９万円（７．９％）

地方譲与税など
４３億２５５７万円（６．６％）

市市
りり民民一一

人人当当たた

健全化判断比率

黒字のため計上せず実質赤字比率

黒字のため計上せず連結実質赤字比率

３．６％実質公債費比率

２６．６％将来負担比率

※実質公債費比率は２５％、将来負担比率は
３５０％を超えると財政再建の計画策定が義
務付けられる。

を
考
慮
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、

8
億
１
７
２
２
万
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。

【
特
別
会
計
】

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
に

つ
い
て
一
般
会
計
と
は
別
に
経
理

を
行
う
会
計
で
す
。
市
に
は
六
つ

の
事
業
会
計
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
う
ち
住
宅
事
業
は
、
６
年
度

末
を
も
っ
て
廃
止
し
、
一
般
会
計

に
移
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

決
算
で
は
、
5
年
度
に
引
き
続

き
全
て
の
特
別
会
計
が
黒
字
と
な

り
ま
し
た
（
下
の
「
②
特
別
会
計
」

を
参
照
）。

【
企
業
会
計
】

　

企
業
会
計
は
、
企
業
経
営
の
観

点
を
取
り
入
れ
、
各
事
業
で
独
立

し
た
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。
水

道
事
業
な
ど
五
つ
の
会
計
が
あ
り
、

１
年
間
の
経
営
活
動
に
伴
い
発
生

す
る
収
益
的
収
支
と
、
将
来
の
た

め
の
建
設
改
良
な
ど
の
経
営
活
動

に
要
す
る
資
本
的
収
支
に
分
け
て

会
計
を
行
っ
て
い
ま
す（
下
の「
③

企
業
会
計
」
を
参
照
）。
な
お
、
各

事
業
の
資
金
の
過
不
足
額
は
、
表

中
の
年
度
末
資
金
剰
余（
不
足
）額

欄
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
は
、
年

度
末
現
在
の
資
金
状
況
を
示
す
額

で
、
6
年
度
決
算
で
は
病
院
事
業

を
除
き
、黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※４　年度末資金剰余（不足）額�地方財政法に規定する資金の不足額の算定方法による額

差引額歳　出歳　入事業名

ー６億２１２２万円６億２１２２万円港湾整備事業

ー３８２９万円３８２９万円水産物卸売市場事業

１億３１万円１２５億７０３８万円１２６億７０６９万円国民健康保険事業

ー８億３７７２万円８億３７７２万円住宅事業

１億４３６２万円１５２億７２９９万円１５４億１６６１万円介護保険事業

８４８４万円２４億９６６３万円２５億８１４７万円後期高齢者医療事業

３億２８７７万円３１８億３７２３万円３２１億６６００万円計

２２

特別特別
会計会計

年度末資金剰余
（不足）額※４

資本的収支収益的収支
事業名

支出額収入額支出額収入額

▲３億８０９万円１１億５０１４万円７億７４６４万円１３５億３５１１万円１２４億４０１５万円病院事業

１６億９４１０万円２５億７５７２万円１４億４７７１万円２４億６８３２万円２８億２６７８万円水道事業

５億１１７万円３１億２８９５万円２１億８１４６万円３６億６２２２万円３５億５８４０万円下水道事業

１６億１７５０万円４６万円１０００万円１億５３６７万円２億６６万円産業廃棄物等処分事業

１０１万円９８５５万円６８４９万円１億４４７８万円１億３８９６万円簡易水道事業

３５億５６９万円６９億５３８２万円４４億８２３０万円１９９億６４１０万円１９１億６４９５万円計

３３

企業企業
会計会計

し
た
。

　

ま
た
、
５
年
度
に
引
き
続
き
、

国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や

事
業
者
へ
の
各
種
支
援
に
必
要
な

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

決
算
で
は
、
一
般
会
計
の
実
質

収
支
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

実
質
単
年
度
収
支
は
２
年
度
以
来

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会

計
は
全
て
の
会
計
で
黒
字
と
な
り
、

企
業
会
計
は
病
院
事
業
で
資
金
不

足
が
生
じ
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か

の
会
計
で
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
指
標

で
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
左
上
の
「
健
全
化
判

断
比
率
」
を
参
照
）。

　

な
お
、
こ
の
決
算
報
告
は
、
現

在
、
市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
。

決
算
の
内
訳

【
一
般
会
計
】

　

一
般
会
計
は
、
福
祉
や
教
育
、

衛
生
な
ど
の
行
政
運
営
に
お
け
る

基
本
的
な
会
計
で
す
。
歳
入
・
歳

出
の
内
訳
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
「
①

一
般
会
計
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
事

業
の
必
要
性
・
有
効
性
・
費
用
対

効
果
を
検
証
す
る
な
ど
に
よ
り
歳

出
を
厳
選
し
、
財
源
不
足
の
圧
縮

に
努
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な

お
不
足
す
る
分
は
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
、
収
支
の
均
衡
を
図

り
ま
し
た
。

　

決
算
で
は
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
歳
入
が
予
算
を
上
回
り
、
職
員

給
与
費
や
他
会
計
へ
の
繰
り
出
し

金
な
ど
の
歳
出
で
不
用
額
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
実
質
収
支
で
２
億

　

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

２７ま
た
、
こ
の
実
質
収
支
か
ら
5
年

度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単

年
度
収
支
は
、　

億
８
４
５
７
万

１０

円
の
赤
字
、
単
年
度
収
支
に
財
政

調
整
基
金
の
積
み
立
て
や
取
崩
し

５　令和７（２０２５）年１０月　広報おたる



令和６年度に行った主な事業令和６年度に行った主な事業

【
年
度
末
の
残
高
】

　

全
会
計
分
の
年
度
末
の
残
高
は
、

市
の
借
金
に
当
た
る
市
債
が
７
９

0
億
８
１
３
７
万
円
、
契
約
に
よ

り
、
将
来
支
払
う
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
金
額
を
示
す
債
務
負
担
行

為
が
２
０
２
億
４
３
３
７
万
円
、

市
有
財
産
（
道
路
・
橋
・
企
業
会

計
を
除
く
）
が
１
８
０
５
億
７
５

６
０
万
円
（
う
ち
、
基
金
は
１
０

１
億
９
６
３
０
万
円
）
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
の
財
政
運
営

　

7
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
財
源
不
足
額
が
前
年
度
に
比

べ
約
８
６
０
０
万
円
圧
縮
さ
れ
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
不
足
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
収

支
均
衡
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
人
口
減
少
対
策
や
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
更
新
に
加
え
、

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
事
業
費

の
増
加
な
ど
の
財
政
需
要
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
継
続
的

に
収
支
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
、

将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
性
の

維
持
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
�

�
４
１
１
１
内
線
２
３
１
〜
２
３

４
、
�
�
０
６
７
５
へ
ど
う
ぞ
。
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次世代を見据えたまちづくり次世代を見据えたまちづくり
市が保有するデータを公開
市役所に出向くことなく都市計画関連情報などを取得でき

るよう、市が保有するデータをインターネット上に公開

【公開型ＧＩＳ構築事業費／９７８万円】

小g観光を盛り上げるために
ＧＰＳ人流データを用いた小aへの来訪者数等のデータを取
得し、観光戦略の企画立案や施策検討のための調査を実施

【観光入込調査デジタル技術活用事業費／２６４万円】

脱炭素社会の実現に向けて
市民・事業者・行政が一体となって脱炭素社会の実現に向

けた取り組みを推進するため、リーフレット配布や省エネ

推進イベント等を開催

【ゼロカーボン推進事業費／７２５万円】

公共施設をウイングベイ小gに
保健所やこども家庭センターのほか関連機関等をウイング

ベイ小aに移転し、公共施設等を再編
【公共施設等再編関連予算／９億１０００万円】

旧日本郵船（株）小g支店をリニューアル
重要文化財である建造物の耐震補強工事と保存修理、リ

ニューアルオープンに向けた展示造作の整備等を実施

【重要文化財旧日本郵船�小a支店�保存修理工事費、�
駐車場整備事業費、�展示改修事業費／�１億８９８１万円、

�３０６２万円、�１９１７万円】

魅力を活かしたまちづくり魅力を活かしたまちづくり
いい

保育所等に冷房設備を
子どもの熱中症対策として、市立保育所等の冷房設備整備

への補助

【保育所等熱中症支援事業費補助金／７７９万円】

安全・安心なまちづくり安全・安心なまちづくり

歯の健康維持のために
 口腔 の健康を通じて市民の健康寿命の延伸を目指し、歯科
こうくう

健診、普及啓発事業、歯周病検診等を実施

【歯科保健事業費／８５５万円】

暮らしを支えるまちづくり暮らしを支えるまちづくり

人口対策人口対策
医療費助成を１８歳までに拡大
こども医療費助成の対象者を１８歳まで拡大し、実質無償化

【こども医療助成費／１億４６６４万円】

子育て世帯の家計負担を軽減
放課後児童クラブの利用手数料を無償化

こども家庭センターを設置
母子保健と児童福祉に関する相談の中核拠点として、こど

も家庭センターを設置

【母子保健対策費／１３１万円、児童福祉総務費／１２万円】

若者の就職を支援
高校生や大学生などの若者の市内事業所への就職率向上と

定着を目的として、企業見学バスツアーや企業出前説明会

等を実施

【若者就職マッチング支援事業費／１５４万円】

移住をサポート
北海道との共同事業により、東京圏から移住し、就業の要

件に該当する場合に支援金を支給

【移住支援事業費／５００万円】

学校給食費の負担を軽減
小・中学校の給食費の一部を補助し、子育て世帯への支援を実施

【学校給食費保護者負担軽減事業費／７５００万円】

非課税世帯等に給付金を給付
新たに住民税非課税となった世帯等を対象に、１０万円（１８

歳以下の子１人につき５万円加算）を給付

【令和６年度新規非課税世帯等支援給付金給付事業費／２

億５１２３万円】

物価高騰対応重点支援物価高騰対応重点支援

クルーズ船の受け入れ体制を強化
官民協働でクルーズ船の誘致活動や受け入れ体制を強化。

また、閑散期である冬期間のクルーズ船受け入れを初めて

実施

【小a港クルーズ推進事業費／１３５３万円】

観光誘致に向けた取り組み
一般社団法人小a観光協会が実施する観光誘致促進の取り
組みに対して補助を行い、夜の観光振興や、冬季閑散期対

策を目的としたイベントを引き続き実施

【観光誘致促進事業費補助金／９９３万円】

活力を生み出すまちづくり活力を生み出すまちづくりＵ
Ｐ
ｉ ｃ
ｋ

Ｐ
！ ��

��
雇用

�詳細　小a地域雇用創造協議会��６５８７、��６５８８、
または商業労政課��４１１１内線２６２、��７４３２
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小fで働く
　　未来をひらく！

添削、面接のアドバイス、企業訪問の同行など、

就職支援アドバイザーが、一人一人に寄り添って、

あなたの強みや希望を一緒に整理し、丁寧にサポー

トします。まずは一度ご相談ください。

　　　　　　�　　�　　�　　�　

　小a地域雇用創造協議会では、今後も地域に根
ざした就職支援を行います。１０月には求職者向け

就職支援セミナー「情報社会に負けない！ＩＣＴ

活用セミナー」、１１月には求職者へ自社の魅力を

上手に発信する手法を学ぶ事業者向けセミナー、

８年１月には合同企業説明会を開催予定です。同

協議会ホームページやＳＮＳなどでお知らせしま

すので、ぜひご注目ください。

小dでの暮らしと仕事を応援

　小a地域雇用創造協議会は、令和６年１０月から
９年３月まで、厚生労働省の委託を受けて運営し

ている団体で、小aで暮らし、働く人を増やすた
め、「求職者」と「企業」それぞれに向けた、各

種セミナーの開催や、双方のマッチングイベント

として合同企業説明会の開催、情報サイトの運営

など、さまざまな就職支援や企業支援を行ってい

ます。構成団体として、小a市、北海道後志総合
振興局、小a商工会議所、
小a観光協会、小a商科大
学、北海道中小企業家同友

会しりべし・小a支部が参
画しています。

小dにもこんな会社があった！

　小a市内には、魅力的な企業が数多くあります
が、求職者にはまだまだ知られていない部分もあ

ります。「小aジョブナビ」は、「見つけよう、未
来の職場は小aにある」をテーマに、小aで働きた
い方と市内の企業をつなぐ企業情報サイトです。

スマホから簡単にキーワードや業種、エリア、特

長などで検索できたり、サイトを通じて「小aに
こんな会社があったんだ！」という新たな発見が

できたり、企業と求職者

双方の出会いのきっかけ

となっています。

　小aジョブナビは、企
業の認知度を高め、市内

で働きたい方の情報収集

をお手伝いします。詳し

くは、小aジョブナビ公
式サイトをご覧ください。

履歴書から面接対策まで、安心の個別サポート

　「市内で就職・転職をしたいけれど、

何から始めればいいかわからない」と

いう方には、おたるキャリアサポート

「たるキャリ」がサポートします。「た

るキャリ」では、小a市内で就職・転職を希望す
る方を対象に、キャリアコンサルタントによる無

料相談を実施しています。履歴書・職務経歴書の

利用の一例

▲たるキャリ

小a地域雇用創造協議会に
連絡、おたるキャリアサポー
ト「たるキャリ」の利用を申
し込み

��

「小gジョブナビ」・
おたるキャリアサポート「たるキャリ」

最新情報を配信しています

担当の就職支援アドバイ
ザーが決定。自分の希望を
相談し、履歴書の添削や面
接練習、企業見学の調整を
依頼

��

▲小a
ジョブナビ

「小aジョブナビ」で企業検
索。企業紹介ページを見て、
働きたい企業と出会う

��

小a地域雇用創造協議会
ホームページ�����

����Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
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火災予防

�詳細　消防本部予防課��９１８１、���９１８２

住宅火災を防ぐための
対策と注意

　気温が下がり始める１０月ごろから、暖房器具を

使用するご家庭が多いのではないでしょうか。

　近年の住宅火災による死者の発生状況を見ると、

「逃げ遅れ」が最も多く、全体の約６割を占めてい

ます。

　住宅用火災警報器は、火災の発生をいち早く知

らせ、早期の避難を可能にします。本市では、設

置が義務化されてから１９年経過しますが、約２５％

の住宅で設置されていない状況です。

　総務省消防庁によると、住宅用火災警報器を設

置した場合、死者数は半減、焼損面積は約６割減

少したとの結果が出ています。

　未設置の住宅は、「ご自身と家族の命を守るため」

早期の設置をお願いします。

　また、住宅用火災警報器を設置している住宅で

も、定期的に点検を行い、１０年を目安に本体を交

換し、電池切れや経年劣化で作動しないことがな

いよう、いざというときに備えてください。

　市内では、不注意が原因の火災が増えています。

令和７年は８月末までに発生した火災が３１件で、

昨年同時期の２０件を大きく上回りました。特に、

ちょっとした油断や不注意が引き金となる火災が

目立っています。

火災の事例

　 ガスバーナーで雑草や害虫を駆除したところ、

　　火が建物に燃え移った。

　 衣類の糸のほつれをライターで焼き切ろうと

　　したところ、布全体に火が広がった。

　 少量の油で揚げ物をしていたところ、油温が

　　急上昇して発火した。

火を扱うときの注意点

　 ガスバーナーの炎は、外炎と呼ばれる青紫色

　　の先端部が見えにくく、思わぬところに燃え

　　移る危険があります。ガスバーナーを使うと

　　きは建物や換気口などから十分に離れて使い

　　ましょう。

　 糸などを焼き切るのにライターを使うのは大

　　変危険です。必ずハサミを使いましょう。

　 少量の油での揚げ物は油の温度が急激に上が

　　ります。調理の際は油の温度に十分注意し、

　　目を離さないようにしましょう。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

　火災は一瞬の不注意から発生し、大切な住まい

や財産を失うだけでなく、命をも危険にさらしま

す。昨年を上回るペースで火災が発生している今

こそ、市民一人ひとりの意識と行動が大切です。

「自分は大丈夫」と思わず、日常生活の中で火の取

り扱いには十分注意しましょう。

空気が乾燥するこの時期は、火災
発生のリスクが高くなるよ！

そこで重要なのが
「住宅用火災警報器」！

周りに、住宅用火災警報器を取り
付けていないご家庭はないかな？

お互いの大切ないのちを守るため
に、ご家族や親戚の方、ご近所の
方に声かけをして、設置の大切さ
を確認しよう！

１０月１５日～１０月３１日は
秋の火災予防運動期間です！

ちょっとした注意で
火災を防げます！

これは「ちょっとした注意」で防
ぐことができる火災だよ。
火を使うときは次のことに注意し
てみてね！

小小ss市消防本部市消防本部
公式キャラクター公式キャラクター

これからの季節、火の取り扱いは
慎重に！
火災のない、安心な毎日を守って
いこう！

「消防犬ぶん公」「消防犬ぶん公」

　消防本部では住宅用火災
警報器の取り付けを支援し
ています。お気軽にお問い
合わせください。

９　令和７（２０２５）年１０月　広報おたる

秋から冬にかけては、インフルエンザや感染性胃腸炎が流行しやすい季節です。今回
は、「感染症発生動向調査」の結果を踏まえて、感染症対策などについてお知らせします。
�詳細　保健所健康増進課��３１１０、��１４６９

続けよう、感染症予防

市 政 情 報
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新型コロナウイルス感染症インフルエンザ

１年を通じて発生
秋（１１月～１２月頃）から流
行が始まり、冬（１月～３
月頃）にピークを迎える

流行時期

子どもから高齢者まで
幅広い年代で流行

子どもを中心に流行
流行しやすい年代
（過去２シーズン）
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乾燥しやすい室内で
は、加湿器などを使っ
て適切な湿度（５０～
６０％）を保つことが
有効です。

適切な湿度を保つ

ワクチンの最も大きな効果は重症化を予
防することです。高齢者等に向けたイン
フルエンザと新型コロナウイルスの予防
接種は１０月１日�から開始しているため、
流行前に接種しましょう（本誌１５ページ
参照）。

ワクチンを接種

十分な休養とバラ
ンスのとれた栄養
摂取を心がけま
しょう。

体の抵抗力を高める

インフルエンザや新型コロナウイルス
にはアルコール消毒が有効ですが、ノ
ロウイルスや 伝染性紅斑 などは、水で

でんせんせいこうはん

薄めた次亜塩素酸ナトリウムが有効で
す。

身の回りのものの消毒

肌寒い季節など、窓
を開けて換気するこ
とが難しいときは、
換気扇をつけること
も有効です。

小まめな換気

医療機関や高齢者施
設、混雑した場所へ
行くときはマスクを
着用したり、咳エチ
ケットに気をつけた
りしましょう。

マスク着用と咳エチケット

感染症発生動向調査
の結果

感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策感染対策
すぐできる！
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